


子どもの居場所じゃんぷ
場所：鏡1534-7佐　志　食　堂

場所：佐志浜町4525-2（佐志公民館）
こどもたちにとって「子どもの居場所じゃんぷ」が
放課後の過ごし方の選択肢の一つとなり、どんな
境遇の子も集える場所でありたいと思います。
� �運営をされている田中さん

８年目を迎えました。中学生・高校生のボランティ
アや、支援をしてくれる多くの人で成り立ってい
る食堂をできる限り続けていきたいと思っています。
� �代表の深川さん（写真右）

下校後の小学生が続 と々到着！

たくさんの中学生・高校生が準備から片付
けまでお手伝いをしています。

こどもも一緒にご飯を食べて和やかな雰囲気です。

メニューはビーフカレーでこどもたちも
大喜びでした。

友だちとおやつを食べたり、宿題をし
たりこどもたちが自由にしたいことに
没頭できるすてきな居場所です。

こ
ど
も
の
居
場
所
っ
て
…
？

　
「
こ
ど
も
の
居
場
所
」
は
、

こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
の
こ
と
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

◆
食
べ
る

　

無
料
ま
た
は
低
額
の
食
事

や
、
お
や
つ
な
ど
の
軽
食
が
提

供
さ
れ
る
場
所
で
す
。

◆
遊
ぶ

　

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
友
だ
ち

と
遊
ん
だ
り
、
ひ
と
り
で
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
し
た
り
す
る
場
所

で
す
。

◆
学
ぶ

　

宿
題
を
し
た
り
、
勉
強
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、
授
業
で
学

べ
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
場
所
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
居
心
地
が
良
い
と

思
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
場
所
・
時
間
・
人
と
の
関
係

性
で
あ
っ
て
も
居
場
所
と
な
り

得
ま
す
。

市内のこどもの居場所一覧（25か所）
名称・開催場所 開催日時 費　　用 問い合わせ先

A
ア カ リ ヤ
KARIYAこども食堂
大名小路2-11 不定期 こども：無料

おとな：500円
070-8947-4011
（佐久間さん）

博心館
南城内2-10

毎日
（日・祝日除く） こども：有料 58-8230

（吉永さん）

トリセツ流こども食堂in唐津
魚屋町2041-7 第３・５土曜 こども：無料

おとな：要相談 58-7370

味楽こども食堂
大石町2460

第２土曜
12：00〜 14：00

こども：100円
おとな：300円

090-7393-5613
（平松さん）

K
カ ラ ツ
ARATSU�Y

ユ ー ス
OUTH�C

カフェ
AFÉ

町田5-6-37 不定期 こども：無料 80-6155
（吉森さん・原さん）

子ども食堂かがみ
松南町3-67

第２・４土曜
11：00〜

３歳〜 17歳
無料

080-5276-4561
（生駒さん）

かがみこどもプラザ
（鏡公民館）

毎週火・金
土・日曜

こども：無料
おとな：200円
※活動により異なる

090-4585-1123
（宮﨑さん）

ミライエ
鏡2536-1 不定期 こども：200円から 090-4585-1123

（宮﨑さん）

子どもの居場所じゃんぷ
鏡1534-7

毎週月・水・金曜
13：15〜 19：00 こども：無料 080-1702-9031

（田中さん）

佐志食堂
（佐志公民館）

第３土曜
11：00〜 14：00

こども：無料
おとな：300円

090-7532-4558
（深川さん）

湊ふれあい食堂
（湊公民館） 年10回程度 こども：無料

おとな：200円
79-0157
（永田さん）

竹ん子ふれあい処
（竹木場公民館）

年４回程度
（第３土曜11：30）

中学生以下：100円
高校生以上：300円

74-0271
（井本さん）

ひまわり食堂
（久里公民館） 不定期 こども：100円

おとな：300円
090-3016-7130
（田口さん）

あおぞら地域食堂
浜玉町浜崎798-1 月１回 こども：無料

おとな：200円
090-9569-7461
（小野さん）

浜玉こども食堂
浜玉町浜崎798-1 不定期 こども：無料

家族：200円
090-9576-0958
（中島さん）

きゅうらぎみんなの食堂
（厳木公民館）

奇数月・12月の
第３日曜

高校生以下：無料
大学生以上：300円

080-3216-1269
（横道さん）

かくれんぼハウス
厳木町厳木681 不定期 500円 090-1368-9852

（秀島さん）

わかち愛こども食堂
（北波多公民館）

不定期
（土・日・祝日）

こども：100円
おとな：200円

090-7533-3398
（山﨑さん）

ひぜん子ども食堂
（肥前公民館）

年３回
（７月、11月、２月）

こども：無料
おとな：200円

090-2515-8619
（高崎さん）

リヒテラエディブルガーデン
良縁寺裏（鎮西町打上）

不定期
（木曜日中心） こども：無料 インスタグラム

@lihiterra

鎮西子ども玉手箱
（鎮西公民館）

第１・３土曜
9：00〜 12：00

こども：
100〜 300円

82-4834
（伊藤さん）

NPO法人H
ホープス
OPEs主催のこど

も食堂　呼子地区内
不定期
17：30〜 19：00 200円 51-1138

（重松さん・伊藤さん）

子どものたまり場ぽかぽか
呼子町呼子3204-4 月２回 こども：無料 080-1722-7024

（川﨑さん）

呼子子どもカフェ
（呼子公民館） 不定期 こども：無料 82-3804

（谷口さん）

よぶとこ
〜呼子、子どものよるとこ〜
北部公民館だいば・呼子公民館

不定期（平日）
18：00〜 20：00

こども：無料
18歳以上：300円

090-5386-1247
（中道さん）

※掲載の了承が得られた団体を載せています。
※詳細は、各団体にお問い合わせください。

こどもの居場所への支援を考えている人
　◦食材などの寄附による支援
　◦金銭による支援
　◦ボランティア参加による支援
こどもの居場所づくりを始めてみたい人

（一社）さが・こども未来応援プロジェクト実行委員会事務局
� （☎090-9482-4434）
または、こども家庭課（☎72-9151）にお問い合わせください

　
「
こ
ど
も
の
居
場
所
」
は
、
こ
ど
も
た
ち

が
ひ
と
り
で
も
安
心
し
て
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
食
事
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
で
す
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、

多
く
の
人
に
居
場
所
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
居

場
所
づ
く
り
に
活
用
し
て

も
ら
う
た
め
「
こ
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る

広
報
啓
発
資
料
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　　資料の
▼詳細はこちら

　

な
か
に
は
対
象
を
こ
ど
も
に
限
ら
ず
、

保
護
者
や
高
齢
者
な
ど
に
広
げ
「
地
域
の

居
場
所
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
こ
ど

も
た
ち
を
育
て
る
温
か
い
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
心
の
拠
り
所

と
な
っ
て
い
る
「
こ
ど
も
の
居
場
所
」

　

今
回
は
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
こ

ど
も
の
居
場
所
」
を
紹
介
し
ま
す
。

問�

こ
ど
も
家
庭
課
（
☎
７
２
‐
９
１
５
１
）
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今年（2025年）は終戦から80年になります。
唐津市在住の戦没者遺族の人たちに子どもたちが知らない戦争の記憶を語ってもらいました。
� 問�福祉総務課（☎72-9178）

　私の父は昭和19（1944）年に出征し、そのまま帰らぬ人となりました。見送った駅での姿が、父と
の最後の記憶です。母は、幼い私たち５人の子を抱え、慣れない農作業に追われながら懸命に生活を支
えてくれました。私も子どもながら遊ぶことなく、毎日を家族のために働いて過ごしました。
　あの戦争では、多くの家庭が同じような悲しみと苦しみを経験しました。戦争がもたらしたのは命の

喪失だけでなく、家族の生活そのものを変えてしまう深い傷で
した。
　今年で戦後80年。戦争の記憶は薄れつ
つありますが、だからこそ、私たち遺族が
語り継がなければならないと思います。戦
争の悲惨さを知ることが、平和の尊さを知
る第一歩です。これからも、二度とあのよ
うな悲しみを繰り返さないために。日本の
平和が続くことを、心から願っています。

遺族連合会

20年の想い出

唐津市遺族連合会前会長
廣
ひろ

田
た

�國
くにしげ

重さん

　

私
は
、
平
成
14
年
に
名
護
屋
地

区
遺
族
会
長
、
平
成
21
年
か
ら
は

市
遺
族
連
合
会
会
長
と
佐
賀
県
遺

族
会
副
会
長
を
歴
任
し
、
こ
れ
ま

で
遺
族
会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

歩
み
、
多
く
の
想
い
出
と
貴
重
な

経
験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
は
会
員
の
融
和
を
第

一
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後

生
ま
れ
の
人
た
ち
が
多
く
な
り
戦

争
の
記
憶
も
風
化
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
遺
族
会
の
あ
り
方

を
考
え
る
と
女
性
部
や
、
青
年
部

に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
方
で
遺
族
会
の
継
続

に
は
市
か
ら
の
助
成
が
な
け
れ
ば

会
の
運
営
は
厳
し
い
と
い
う
各
地

区
会
員
の
総
意
で
市
に
陳
情
し
た

想
い
出
も
あ
り
ま
す
。

　

市
遺
族
連
合
会
の
20
年
を
振
り

返
る
と
、
戦
争
の
記
憶
を
忘
れ
な

い
た
め
に
九
州
各
県
を
は
じ
め
各

地
の
戦
争
遺
構
を
訪
れ
巡
り
、
慰

霊
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
追
悼
式

で
は
遺
族
を
代
表
し
て
天
皇
皇
后

両
陛
下
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
な

ど
、
想
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
あ
っ
て
の
も

の
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

わたしの戦争の記憶

後世に語り継ぐ「語
かた

り部
べ

」の活動

地域の
慰霊碑

戦没者の慰霊碑など
は市内に83か所あ
り、相知地区には17
か所あります。

１分間の黙とうをささげましょう

　戦没者や原爆死没者を追悼し、核兵器廃
絶や世界恒久平和の実現を祈念して、サイレ
ンを１分間鳴らします。

問�総務課（☎72-9113）

広島原爆の日
　８月６日（水）8：15
長崎原爆の日
　８月９日（土）11：02
終戦の日
　８月15日（金）正午

佐里駅

肥前久保駅

相知駅天徳の丘運動公園

日
にち ろ せ ん え き

露戦役記念碑
（相知町平山）

招魂碑
（彦山神社境内）

相知護国社（熊野神社境内）

招
しょうこんひ

魂碑
（久保公民館横）

社
しゃ

稷
しょく

一
いち

戎
じゅう

衣
い

（青
あおはた

幡神社境内）

浜玉町遺族会会長
荒
あら

田
た

�義
よし

毅
き

さん

　先の大戦で尊い命を捧げられた人々に深く哀悼の意を表し
ます。私たち遺族は、命の重みと平和の尊さを語り継ぐ責任
を胸に、未来への懸け橋となる決意を新たにしています。今年
10月８日は、佐賀県でも戦没者追悼式が開催されます。こ
の場を通じ、過去を忘れず平和を守る意志を若い世代と共有
し、戦争のない未来へつながることを心から願っています。
� 唐津市遺族連合会会長�惠

え

藤
とう

�元
もとふみ

文さん

　

戦
後
80
年
を
迎
え
、
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増

え
る
中
、
平
和
の
尊
さ
を

伝
え
る
「
語
り
部
」
の
活

動
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
語
り
部

は
、
自
ら
の
戦
争
体
験
や

被
爆
体
験
を
通
し
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
命
の
重
み
、

そ
し
て
平
和
の
尊
さ
を
語

り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
に
は
、
教
科
書
で

は
学
べ
な
い
現
実
の
重
み

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
語
り
部
の
多

く
が
高
齢
と
な
り
、
直
接

話
を
聞
け
る
機
会
は
年
々

減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
佐

賀
県
遺
族
会
で
は
「
平
和
の
語
り

部
」
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い

て
、
歴
史
の
中
で
埋
も
れ
か
け
て

い
る
戦
争
を
今
一
度
、
平
和
の
た

め
に
知
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を

込
め
、
佐
賀
県
内
の
小
学
校
や
中

学
校
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、

多
く
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も

の
で
す
。
語
り
部
の
声
に
耳
を
傾

け
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な

い
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

当時の農作業の様子
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